
PFOSおよびPFOAの暫定指針値は合計
50ng/Lとごく微量であることから、
分析にあたっては、サンプル中の
PFOS、PFOAの濃縮作業を行い、高感
度・高選択性の検出機器（高速液体
クロマトグラフ質量分析装置）を用
いて測定を行っています。
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２．琵琶湖および県内河川でのＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ調査の実施

３．結果および今後の対応について

ＰＦＡＳ：有機フッ素化合物のうち、ペル
フルオロアルキル化合物及びポリフルオロアル
キル化合物を総称して「PFAS」と呼び、１万種
類以上の物質があるとされています。

PFASの中でもPFOS（ペルフルオロオクタンスルホン酸
）、PFOA（ペルフルオロオクタン酸）は、水や油をは
じき、化学的にも安定した性質を持つことから、2000
年代初め頃まで幅広い用途で使用されてきました。

その後、環境中での残留性や健康影響の懸念から、
2009年以降は国際的に規制が進み、現在では、日本を
含む多くの国で製造・輸入等が禁止されています。し
かしながら、その分解されにくい性質から現在も環境
中に残留しており、それらが土壌や地下水を経由し、
水道水汚染を引き起こしていることが近年全国的に明
らかになってきています。

【調査地点】

滋賀県では、2009年から琵琶湖および県内河川でのPFOSおよびPFOAの調査を実施しており、
2021年からは、県の公共用水域測定計画に基づく要監視項目として、定期的なモニタリング
調査を実施しているところです。当センターでは、琵琶湖および県内河川のPFOSおよびPFOA
にかかる採水や分析を行っています。

これまでの琵琶湖および県内河川でのモニタリング調査では、
琵琶湖北湖で3～11ng/L、琵琶所南湖で3～31ng/L、県内河川で
不検出～41ng/Lと、すべて暫定指針値50ng/L未満で推移してい
ます。
今後も継続してモニタリング調査を実施するとともに、最新の
動向やニーズを踏まえ、PFOSおよびPFOA以外の有機フッ素化合
物の分析方法や、琵琶湖水・河川水以外の試料の分析方法につ
いても、国や他地方自治体の研究所と連携して検討を進めてま
いります。
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